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『立命館人間科学研究』投稿規程 
 
1. 『立命館人間科学研究』（以下，「本誌」という）は，「『立命館人間科学研究』編集規程」第 15 条で定

める付表１にある論文で，かつ以下（ア）～（ウ）の区分に該当する論文の投稿を受け付ける。 

(ア) 研究所が実施するプロジェクト研究の一環として行われた研究の成果を示す論文 

(イ) 本学専任の教職員・研究員およびそれに準じる者が著者又は共著者である論文 

(ウ) 本学の大学院生，研究生，研修生等の身分にある者の単著又は共著論文であり，本学専任の教職員

の研究指導と論文作成上の指導を経たことが明示されている論文 

2. 投稿者は，投稿応募時に，所定の書式により，論文の区分を明示して応募することとする。なお，第 1

条で定める（ア）と（ウ）の区分について，論文が掲載された場合は，その旨を脚注等で明示すること。 

3. 本誌への投稿論文は，他に未発表の日本語および英語の論文に限る。ただし，学会等で口頭発表したも

のについては，その限りではない。 

4. 本誌に投稿することができる論文は，研究上の一般的な倫理および研究主題に関連した倫理を遵守した

ものに限る。掲載にあたり，投稿者はこれに関する所定の誓約書（PDF での提出可※）を提出しなけれ

ばならない。※著作者全員の自署・押印は電子署名・電子押印での提出可 

5. 著者は，個人情報の保護への配慮等に十分注意して投稿原稿を作成しなければならない。 

6. 原稿の執筆に際して，著者は，剽窃はもとより，日本語または外国語による他の著作物から当該の言語

のまま引用あるいは他の言語に翻訳して引用する場合であっても，第三者の著作権が侵害されることの

ないよう，最大限留意しなければならない。  

7. 投稿者は，「『立命館人間科学研究』編集規程」によって定められた投稿論文の区分を明確にして投稿す

るものとする。その際，投稿基準をよく理解し，制限頁数および制限字数を遵守しなければならない。 

8. 投稿原稿は，本投稿規程ならびに「『立命館人間科学研究』執筆要領」を遵守して執筆されていなければ

ならない。 

9. 投稿原稿は，１つの完結した論文でなければならない。複数号にわたり分割して掲載することを前提と

した投稿原稿は，原則として認められない。 

10. 投稿を希望する者は，各号の投稿募集時に，著者，表題等必要な事項を記して応募しなければならない。

投稿者は，所定の原稿提出締切日までに，投稿原稿を，人間科学研究所事務局に届けなければならない。

審査の過程において区分が変更される場合，本項に定める応募を行っていたとみなすものとする。 

11. 本誌に掲載される著作物は，「立命館大学人間科学研究所著作物取り扱いに関する申合せ」の適用を受け

る。掲載にあたり著者（共同執筆者を含む）は，著作権に関わる所定の書面を提出しなければならない。 

12. 投稿原稿は，Microsoft Word で作成したファイルデータを募集要項記載のメールアドレスに提出する。

（PDF 不可）。 

13. 投稿原稿には，本文（表題，見出し，小見出し，注，参考文献，図表）とは別に，１投稿区分，２表題，

３著者名，４所属・職名を，日本語及び英語（著者名はローマ字表記）で明記した表紙ならびに表題，

日本語抄録（400～500 字程度），英文抄録（250～300 ワード程度），日英両言語による３～５項目のキ

ーワードを記載した別紙を添付する。本文および別紙には，本文中に投稿者が明らかになる氏名・所属

等の情報を記入しないこととする。 

14. 投稿原稿の受理は，編集規程に従って編集長が判定する。査読に付された投稿原稿については，受理に
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いたらない場合，査読の結果をふまえて修正原稿を投稿する機会が著者に与えられる場合がある。この

場合，著者は，査読者の指摘への対応方針ならびに投稿原稿における修正箇所・内容の一覧とともに，

修正した論文を指定された期限までに提出しなければならない。著者と査読者の間の意見交換は，すべ

て人間科学研究所事務局を通し，原則として文書（電子メールを含む）により行う。  

15. 論文が受理された後には，内容の修正は行えない。 

16. 印刷は編集委員会で定める様式にしたがって行う。図表の配置等，印刷紙数の都合で著者の要望に応え

られない場合がある。印刷は原則として白黒印刷とする。カラー印刷を希望する場合は，その実費につ

いて著者負担が発生することがある。また，査読者の修正要求に応じたことによる文字数超過は，1,000

文字程度までとする。それ以上超過する場合は，印刷実費について著者負担が発生することがある。 

17. る。それ以上超過する場合は，印刷実費について著者負担が発生することがある 

18. 校正は，誤字・脱字等，誤植の訂正のみを行い，本文の追加・修正等はできない。著者校正は，原則と

して再校までとする。  

19. 掲載原稿の著者には，別刷 50 部を贈呈する。それ以上の部数を希望する場合は，投稿申込の際に著者

の申し出によって行うことができる。その場合の実費は投稿者が負担する。  

 
付則 

1. 本規程の改廃は，人間科学研究所『立命館人間科学研究』編集委員会が行う。 

2. 本規程は，2013 年 4 月 1 日に施行し，本誌第 29 号から適用する。 

3. 本規程の施行に伴い，現行の『立命館人間科学研究』執筆・投稿規定は廃止する。 

4. 本規定は，2023 年 5 月 1 日に施行し，本誌第 49 号から適用する。 

5. 本規定は，2023 年 10 月 1 日に施行し，本誌第 50 号から適用する。 


